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本
案
は
、
嘉
麻
市
バ
ス

の
熊
ヶ
畑
・
桂
川
線
の
一

部
路
線
を
変
更
し
、
西
鉄

バ
ス
の
碓
井
・
大
分
坑
線

28
番
系
統
の
廃
止
路
線
を

補
完
す
る
こ
と
に
伴
い
、

市
バ
ス
運
賃
に
つ
い
て
条

例
に
所
要
の
改
正
を
行
う

た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　
執
行
部
よ
り
、
今
回
の

路
線
変
更
に
伴
い
、
市
内

及
び
桂
川
町
内
に
バ
ス
停

を
新
設
す
る
予
定
と
し
て

お
り
、
路
線
距
離
が
約
２

㎞
、
運
行
時
間
が
約
４
分
、

そ
れ
ぞ
れ
増
加
す
る
こ
と

と
な
る
た
め
、
Ｊ
Ｒ
桂
川

駅
で
の
乗
り
継
ぎ
に
支
障

の
な
い
よ
う
運
行
ダ
イ
ヤ

を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
西
鉄

バ

ス
は
、
日

曜
、
祝

日
、

お
盆
及
び
年
末
年
始
に
お

い
て
も
運
行
さ
れ
て
い
た

た
め
、
市
バ
ス
に
よ
る
補

完
後
も
朝
夕
の
２
便
に
な

る
が
運
行
す
る
予
定
と
し

て
い
る
と
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　
委
員
よ
り
、
運
行
経
費

に
対
す
る
桂
川
町
と
の
負

担
割
合
に
関
す
る
質
問
に

対
し
、
今
回
の
路
線
変
更

は
、
市
バ
ス
に
よ
る
代
替

運
行
に
よ
っ
て
嘉
麻
市
民

の
移
動
手
段
を
確
保
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、

路
線
構
築
上
、
桂
川
町
の

意
向
な
ど
は
踏
ま
え
て
お

ら
ず
、
現
状
の
西
鉄
バ
ス

と
同
様
に
桂
川
町
内
の
バ

ス
停
で
誰
も
が
利
用
で
き

る
状
況
か
ら
、
現
在
の
と

こ
ろ
桂
川
町
と
負
担
に
関

し
て
は
協
議
を
行
っ
て
い

な

い
。
た
だ

し
、
今

後
、

桂
川
町
か
ら
当
該
路
線
の

運
行
に
係
る
共
同
運
行
な

ど
の
要
望
が
あ
れ
ば
、
費

用
負
担
等
を
求
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し

た
。

　
審
査
の
結
果
、
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

※

本
会
議
で
は
、
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
案
は
、
市
道
内
民
地

所
有
者
の
申
し
出
に
伴

い
、
当
該
路
線
の
起
終
点

等
の
変
更
を
行
う
た
め
提

案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
執
行
部
よ
り
、
変
更
内

容
は
、
終
点
の
地
先
が

「
熊
ヶ
畑
字
井
手
ノ
本
２

０
７
７
番
１
地
先
」
か
ら

「
熊
ヶ
畑
字
中
馬
場
２
６

１
５
番
３
地
先
」
に
、
ま

た
、
終
点
の
変
更
に
伴
い

道
路
延
長
が

「
５
１
６
・
４
ｍ
」
か
ら

「
２

５

３
・
８
ｍ
」
に

変

更
す
る
も
の
で
あ
る
。
起

点
に
つ
い
て
は
、
位
置
に

変
更
は
な
い
が
、
国
土
調

査
等
に
よ
り
地
先
の
地
名

等
が
無
く
な
っ
て
い
る
た

め
変
更
を
行
う
も
の
で
あ

る
。

　
ま
た
、
一
部
の
市
道
の

廃
止
に
あ
た
り
、
廃
止
区

間
に
隣
接
し
て
い
る
土
地

の
所
有
者
及
び
利
用
者
を

確
認
し
た
結
果
、
全
て
今

回
の
申
請
者
が
所
有
者
で

あ
り
、
市
道
と
し
て
の
機

能
が
失
わ
れ
る
た
め
廃
止

す
る
も
の
で
あ
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

※

本
会
議
で
は
、
全
会
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
案
は
、
校
区
別
の
小

中
一
体
型
校
整
備
基
本
計

画
策
定
に
あ
た
り
、
地
方

自
治
法
に
基
づ
き
、
嘉
麻

市
小
中
一
体
型
校
施
設
整

備
協
議
会
を
設
置
す
る
た

め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
執
行
部
よ
り
、
第
１
条

で
は
、
小
中
一
体
型
校
の

施
設
整
備
に
関
し
、
嘉
麻

市
学
校
施
設
整
備
基
本
計

画
を
踏
ま
え
、
地
域
の
特

性
を
生
か
し
た
施
設
整
備

に
必
要
な
事
項
を
協
議
す

る
た
め
審
議
会
を
設
置
す

る
。
第
２
条
で
は
、
碓
井

中
学
校
区
、
稲
築
中
学
校

区
、
稲
築
東
中
学
校
区
で

名
称
及
び
協
議
区
域
を
定

め
、
第
３
条
で
は
、
所
掌

事
務
を
定
め
て
い
る
。
第

４
条
で
は
、
委
員
の
構
成

を
12
名
以
内
、
学
識
経
験

者
・
保
護
者
代
表
者
・
学

校
の
代
表
者
・
公
共
的
団

体
が
推
薦
す
る
者
で
組
織

す
る
。
第
５
条
で
は
委
員

の
任
期
を
定
め
、
第
６
条

か
ら
第
８
条
に
お
い
て
は

審
議
会
の
運
営
に
つ
い
て

定
め
る
も
の
で
あ
る
。
ま

た
、
審
議
会
は
10
月
か
ら

翌
年
３
月
ま
で
の
間
に
12

回
開
催
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
旨
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　
委
員
よ
り
、
保
護
者
や

子
育
て
世
代
へ
の
周
知
が

不
十
分
で
あ
り
、
理
解
や

合
意
を
得
な
い
ま
ま
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う

反
対
意
見
や
、
一
体
型
校

を
整
備
す
る
こ
と
で
財
政

的
に
建
設
費
等
を
削
減
で

き
る
こ
と
や
有
利
な
財
源

が
活
用
で
き
る
時
で
あ
る

こ
と
か
ら
積
極
的
に
進
め

て
ほ
し
い
と
い
う
賛
成
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
可
決
し
ま
し
た
。

※

本
会
議
で
は
、
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

現地調査の様子

バ
ス
条
例
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一
部
を

改
正
す
る
条
例
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審査結果報告

総務財政委員会 

定例会中に開催された委員会の

審査や活動を報告します。

（各委員会に付託された議案の審査結果は６ページ）

ＪＲ桂川駅までの
　　　移動手段を確保
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